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　私たちはもともと水道水に含まれる塩素の濃度減少の研究を行お
うとしていました。しかし、滴定操作が上手でなかったために、良
い結果がでませんでした。そのため、滴定操作上達を目的に大学の
学生実験である酢酸エチルの加水分解速度を求める実験を繰り返し
行うことにしました。操作は上達したはずなのに、ここでも予想と
は異なった結果となってしまいました。その原因を探るため、一年
生の春からさらに実験を重ねました。そこで、反応の触媒である酸
の濃度が反応速度に影響を与えることがわかりました。私たちは何
度も実験を行ったので、使用する酸の濃度が毎回異なり、予想から
外れてしまったのです。
　また、研究を進めるためには、授業でまだ学習していない酢酸エ
チルの反応とその素反応をしっかりと理解しなければならず、非常
に苦労しました。
　私たちはこの研究成果を今年の春に行われた、日本化学会関東支
部主催の化学クラブ研究発表会で口頭発表し、最優秀賞である、
「化学クラブ金賞」を頂きました。発表会では、大学の先生方から

私たちはＳＳＨ課題研究で開発途上国の小学生の計算力向上のための研
究をしています。ガーナやドミニカ共和国、日本やアメリカの小学生に行
った計算力テストによる分析から、途上国の小学生は計算練習不足である
ということが分かりました。しかし、開発途上国では紙を消費してしまう
ドリル学習は難しく、私たちは繰り返し使える教材として「計算練習シー
ト」を開発しました。これは“９＋５＝”のような繰り上がりの足し算などを
イメージによって身に付けられ、足し算を暗算できるようになるためのシ
ートです。また、それを実施してもらうためのマニュアルも英語で作成し
ました。すでに教材はガーナに到着しており、これから現地の小学校で試
してもらう予定です。どんな成果が出てくるか楽しみです。
　私たちが発表した「日本理科教育学会」は、大学の先生や留学生の発表
などで専門的な知識を必要とするもので内容は難しかったですが、そのよ
うな場で発表でき、とても光栄でした。また、自分たちの活動を多くの方

日本化学会関東支部　第31回化学クラブ研究発表会　金賞受賞
「酢酸エチルの加水分解速度の研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　２年　河西千夏・名取美智

日本理科教育学会　第64回全国大会発表報告（於：愛媛大学）

質問や意見を頂き、研究をより深めることができました。また、私達と同じように研究を行っている高校生
とも交流できたことや、普段扱わないハイレベルな研究に触れることができ、とてもよい経験になりました。

に知ってもらい、評価してもらったり、専門的なアドバイスを得ることができたりして、とても有意義なも
のとなりました。

発表テーマ『開発途上国と理科教育Ⅳ　
　　　　　　　～　理科教育のための基礎計算力の向上　～』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２年　権守遥・坂本舞花・野田顕良

研究テーマ『清里おもてなし課』
　　　　　　　　　　　　　　１年　市川琴子・河住さつき・今井里咲・坂本留奈・小尾彩乃・武持舞・柏田琴音

　こんにちは、清里おもてなし課です。私たちは清里駅前商店街の活性化を目標に活動を重ねています。
　調査の内容は観光客の方へのアンケート調査、清里の魅力を見つけるための現地調査、お店の方へのインタビューを
行いました。
　これらの調査を行った結果、清里駅前商店街の魅力は「自然」と「おいしい食べ
物」だということが分かりました。この魅力を伝えるため、私たちはブログとパンフ
レットで情報を発信しています。
　この調査を行って苦労したことは、とったアンケートの集計です。幅広い年齢層
の方々に答えていただいたため、情報の量が多く集計やまとめが大変でした。しか
し、その苦労もあってわかりやすいデータを得ることができました。発表当日は緊
張しましたが、私たちの研究の成果を多くの方に聞いてもらうことができました！
　大変なこともありましたが、多くの方に協力していただき今日まで活動すること
ができました。これからも清里駅前商店街の活性化のために頑張っていきます。

東京大学大気海洋研究所コース
　大気海洋研究所では、「海流」と「海洋生物」についての基礎講義を受
け、実習をした。海流は流れの向きが決まっているため、一つの海流に乗
れば簡単に世界中に行けるというわけではないことを知り驚いた。また、
海洋生物の講義・実習では、陸上からでは見られない海洋生物の動きを調
べる、バイオロギングという方法を知った。最初は、生物に機械（データ
ロガー）を取り付けただけで動きがわかるなんて信じられないと思ったが、
実際に自分の体に取り付けて歩いたりジャンプしたりエアバスケをしたり
したあと、データ結果を見たら、それぞれ違う動きをしていたことがはっ
きりわかった。驚くと同時に実際に海洋生物につけてやってみることを思うとワクワクした。データ結果か
らどんな動きをしていたのか推測するのは楽しそうだと思った。精密な機械を作る人間の技術力と失敗を繰
り返しながら何度も調査している研究者の姿に感動し、自分もこのように熱く生きていきたいと思った。

1年　日達諒子

ⅠSSH科学研修旅行Ⅰ
このプログラムでは、高校１年生が大学や研究施設を訪問し講義や実験などの研修を受けます。学校では

できない貴重な体験をすることができました。

東京工業大学コース
　放射線と聞くと、原発事故のことなどをすぐに思い浮かべてしまい、あ
まり良いイメージではないが、実は我々人類の生活と密接に関わっていて、
野菜の栽培などにも使われている。
　東工大にあるペレトロン加速器では、中性子と原子核の反応の研究をし
ている。加速器で陽子を加速させ、ある物質にぶつけ、それと陽子が反応
して中性子が発生する。これを様々な物質に当てて、原子核と反応させる。
　そのときに発生したガンマ線という放射線を調べ、原子核のあらゆる特
徴を調べている。これにより原子炉設計のデータや原子核反応の研究に役
立てている。正直、とても難しいことをやっているように感じたが、人類
にとっては大切な研究であり、放射線と関わり合って生きていることを実感することができた。

１年　小田切渓

「表彰式後の記念写真」
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　これを見ている皆さんは電卓を作ったことはあるでしょうか？使用
したことはあるという人がほとんどだと思います。普通は作ろうだなん
て考えないわけですが、今回私たちは電卓の一部の機能をMojang社
製のソフト『Minecraft』の中で再現してみました。作ったものは「加算
回路」を使用した足し算（加算）しかできませんし、足し算といっても
人間のように十進数で計算ができるわけではありません。コンピュー
タ内部ではオンとオフの二つの表現しかできないので、一度二進数に
直す必要があります。また、今回は8ビット加算器を使用したものなの
で、8ビット（二の八乗＝256）までの数、結果が最大でも256になる
計算しかできません。製作して特に時間がかかったのは『足す動き』を
する回路ではなく、各部分をつなぐために必要だった機構です。作って
みたい、など気になった方は、論理回路、半加算器、全加算器、フリッ
プフロップ回路などのワードで検索してみてください。

SSH課題研究Ⅰ

　北杜市は『山紫水明』を掲げる通り、日照量の多さが売りのひとつで
ある。しかし、太陽光発電はいまだ効率の悪さが目立つ。気候や時間帯
に左右されやすく、土地と金を食うわりに発電効率はよくない。この現
状を打破したいと思い、私達の研究は始まった。とはいっても、一介の
高校生に太陽電池そのものをいじるのは難しい。したがって、太陽電
池の利用という観点から、問題点と解決策を模索した。その末に、鏡を
使い太陽光を反射させて集光量を上げる方法を考えた。
　実は、この装置は、今までに特許として発表されているものに似てい
た。何のヒントも先入観もなく、特許に近しい形を作り出せたのは大き

　高校２年生を対象にしたこの科目では、生徒自身がテーマを見つけ、そのテーマについて個人またはグループで研
究を進め発表を行うものです。９月27日（土）には「探求学習発表会」と題して、その発表会が行われました。以下にそ
の主なものを掲載致します。

　私たちは「皮膚の表面反応における量子化学的研究」というテーマで研究を行いました。ビューティ学という講座
を選択し、美しい人とはどんな人と考えたとき、それは美しい肌を持っている人だと考えました。そこで私たちは化
学的に美しい肌を保つために、皮膚と様々な物質との反応や相互関
係の研究をしました。肌の表面反応を調べる上で実際に実験を行うと、
必要な反応以外の反応が起こり、本当に調べたい反応がわからなくな
ってしまうので、非経験的分子軌道法を用い反応の起こりやすさや分
子の形を比較し考察しました。私たちは二つのグループに分かれ、皮
膚を劣化させる物質と保湿剤に含まれる物質をそれぞれ調べました。
（結果は図を参照）結果より、皮膚を劣化させる物質は、O2よりOHラ
ジカルのほうが皮膚との反応が起こりやすいことがわかりました。保
湿剤に含まれる物質は、グリセリンは水を吸着し、プロパンジオール
は皮膚と水を繋ぐ役割をするのではないかと考えました。  （「反応熱」が小さいと反応が起こりやすい）

な成果だと思う。
　私たちにも新しいことが出来るのでは。そう感じるきっかけとなったのが今回の研究であった。

研究テーマ『中央線活性化』
　　　　　　　　　　　　　　　　１年　金子東暉・作田木南・森本真歩・鏑木清花・横山翼・吉川秀吉

　私たちはSSHの課題研究としてテーマを「バスケのシュートフォームと成功率の関
係性」と設定し半年間研究を行いました。具体的な研究方法は、バスケ部のメンバー
にシュートフォームを見せて課題を指摘してもらい、それを意識した練習を行います。
そして、一定の時間練習を行ったらフリースローを100本連続でうち、測定する。これ
を繰り返し、成功率の推移を調べるというとてもシンプルなものです。実際に測定をし
たのは2人で、それぞれが与えられた課題とそれを意識した練習を行い、結果として、
共に半年でフリースロー成功率の約20%向上に成功しました。今回の研究を通して
の反省はまず、実験の計画を予定された研究期間の中から逆算し、もっと念入りに考
えるべきであったということです。研究の時間が限られている中、練習時間を多く取り
すぎて、データを十分に取れずあまり客観的な研究とすることができませんでした。今
後このような機会があったらこの反省を生かし、より良い研究を行っていきたいです。

SAⅠ（サイエンスアプローチⅠ）
　北杜市の課題をテーマに、それぞれのチームがフィールドワークやアンケート調査を行ったり、北杜市関係各所のご協
力をいただいたりしながら、高校生ならではの視点から研究・考察を進めました。９月２７日（土）、２年生のSSH課題研究
Ⅰの発表と同日の午前中に公開発表会を行いました。

皮膚を劣化させる物質の結果

　私たち中央線活性化班は、下校時間帯に本数が少なく、利用に不便な下り列車の本数を増やすことを目標にし、活動
を進めてきました。
　この研究では、自分たちだけでは意見の数が少なく、列車の本数を増やすことがで
きないため、一般の利用客の方へのアンケート調査を実施し、列車を増やしてほしいと
いう意見をより多く集めました。このアンケート調査に当たり、東日本旅客鉄道（株）様、
北杜市や各地域の警察署の許可をいただかなければできず、東奔西走したことが一番
の苦労でした。
　私たちは、今のところ列車を増やすという目標を達成することができていません。し
かし、今回の調査結果を基に、東日本旅客鉄道（株）様への要望書を作成中です。まだ
まだ私たちのサイエンス・アプローチⅠは終わったわけではありません。これから先、ま
だまだ苦労することがあると思いますが、挫けずに活動をしていくつもりです。

研究テーマ『発電効率の良い太陽光パネルの設置について』
　　　　　　　　　　　　　　　２年　　新田大樹・佐藤椋

研究テーマ『ビューティー学』
　　　　　　　　　　　　　　　２年　浦田和栄・大和田晴香・幡野陽大・広瀬智之・細川香奈

研究テーマ『全加算器を作ってみた』
　　　　　　　　　　　　　　　２年　輿水祐希・土屋直人

研究テーマ『素数とグラフ』　　　
　　　　　　　　　　　　　　　２年　大塚優人・大畠雅史
　私たちは対数関数を用いて、素数の個数をグラフに表すことを目標に研究をしました。対数とは　　　　　　　
において、　　　　　　　　　　を満たすものです。つまり、　　　ならば　　　　　、と表すことができます。そし
て対数関数とは　　　　  であり、先ほどの対数をグラフとしてX-Y平面に表せるものです。
　今回の研究では、　　　　 を用いました。この式を微分すると、　　　　　　となります。微分では、対数関数の
ある点における接線の傾きがわかります。研究の手順は、まず素数の実際の個数を座標として表し　　　　　　　の
範囲でXの値を500ごとに区切って折れ線グラフで表します。その折れ線グラフを対数関数の接線と考え、接点の座
標を求めます。その値を下に対数関数の範囲を決定し、その範囲のグラフを拡大するというものです。
5000≦X≦10000の範囲を考える
素数のグラフの平均• • •0.112　1/X＝0.112• • •X＝8.928…＝8.9
8.6≦β≦8.8　　X=25000β-210000　　8.8t-8.6t＝5000・・・t＝25000
25000×8.6＝215000　　　25000log(X+215000)において
X＝5000のときY=307534.6＝307535
X＝5000のとき669個素数があるので　307535-669＝306866
Y＝25000log(X+215000)-306866
　このように少し難しい内容でしたが、二人で粘り強く研究できたと思います。これからは、より正確に表せる方法
を考えたいと思っています。
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研究テーマ『バスケットボールのシュートフォームと成功率の関係性』
　　　　　　　　　　　　　　　２年　内藤洸志・中田享佑・栁本宗達
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